
～所信表明・補正予算の概要～

「市民の声を大切にした市政」
の実現に向けて

信
のん

原
ばら

田楽大花田植（三和町）
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今月の
表紙

信
のん

原
ばら

田楽大花田植
（三和町）

５月 25 日（日）に三和町で行われた信原田楽。飛
び入り参加した子どもたちは、恐る恐る田んぼに入
ると土の感触を楽しんでいました。

夢をかなえる自分づくり
みよしおでかけガイド
クローズアップ 奥田元宋・小由女美術館
くらしのサポーター
消費者の味方・青少年育成だより
ただいま募集中！
図書館掲示板
主な行事　ほか
探訪　みよしの匠 vol.27
技の匠　建具大工　吉野稔さん
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行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、
将
来
の
三
次
市
民
に
夢
の
持
て
る
地
域

を
引
き
継
ぐ
た
め
、
限
ら
れ
た
資
源
を
本
当
に
必
要
な
こ
と
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

●�

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
行
政
運
営
で
は
な
く
、
議
会
は
も
と
よ
り
市

民
の
声
を
大
切
に
し
た
公
平
で
公
正
な
行
政
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

●�

公
共
事
業
の
発
注
は
、
公
平
で
公
正
な
中
に
も
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
に
地
元
企
業
を
優
先
し
、
企
業
の
育
成
と
地
場
産
業

の
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

●�

市
役
所
の
組
織
機
構
は
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
も
の
へ
と
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

●�

新
規
の
大
型
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
や
内
容
を
検
証

し
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
は
、
最
大
限
効
率
的
な
運
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

『
市
民
の
声
を
大
切
に
し
た
市
政
』

�

の
実
現
に
向
け
て

�

～
所
信
表
明
の
概
要
～

　

平
成
20
年
度
は
、新
た
な
三
次
市
の
始
ま
り
の
と
き
で
す
。

「
対
話
」
と
「
公
正
」・「
安
心
」
を
基
軸
と
し
た
「
市
民
の

声
を
大
切
に
し
た
市
政
」
の
実
現
の
た
め
、
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
福
祉
や
地
域
振
興
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
「
生
活

優
先
」
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
・
財
政
改
革

特　　集
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　　『市民の声を大切にした市政』
� の実現に向けて
　　　所信表明の概要
　　　生活優先の予算編成！
高齢者実態調査の結果を報告します
INFORMATION
市民税・県民税について
みよし HOT NEWS
クリーンセンターから
すくすく育児

2
4
6
8

11
12
13
14

C O N T E N T S

　

学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
と
先
生
の
元
気
が
あ

ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
、
保
護
者
の
信
頼
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

　

●�

「
生
き
生
き
学
校
」
予
算

を
創
設
し
、
全
て
の
学
校

を
財
政
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

●�

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組

織
し
、
学
校
教
育
を
支
援

し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

独
自
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に

主
体
性
を
高
め
る
中
で
、
学
校

現
場
と
十
分
に
協
議
を
行
い
な

が
ら
三
次
市
独
自
の
教
育
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
、
生
涯
学
習
に
つ

い
て
は
、
そ
の
あ
り
方
や
所
管

部
局
な
ど
を
検
討
し
、
推
進
体

制
等
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

教　
　

育

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
関
係
機
関
等
と

連
携
し
農
家
の
安
定
収
入
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

●�

「
や
る
気
の
あ
る
農
家
」
を
応
援
す
る
た
め
の

支
援
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

●�

生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
交
流
組
織
づ
く
り
を

進
め
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
さ
と
山
と
山
林
の
再
生
・
保

全
を
図
る
た
め
「
さ
と
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
三
次
商
工
会
議
所
や
三
次

広
域
商
工
会
と
連
携
し
、
中
小
企
業
の
育
成
、
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、定
住
の
促
進
を
目
指
し
、

企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
を
行
っ
て

い
く
た
め
、「
企
業
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
は
、
市
内
各
地
の
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
の

心
」
を
大
切
に
す
る
気
運
を
高
め
な
が
ら
、
入
込
観

光
客
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
が
着
実
に
進
む
よ
う
、
住
民
自
治
組
織
を

は
じ
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
的
で
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
・
地
域
振
興

　

市
立
三
次
中
央
病
院
の
医

師
、
看
護
師
、
医
療
技
術
者
の

確
保
と
適
正
配
置
を
進
め
る
と

と
も
に
、
患
者
優
先
の
医
療
体

制
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
検
証
を
行

い
、
高
齢
者
の
保
健
・
医
療
制

度
改
革
な
ど
に
対
応
し
た
健
康

づ
く
り
支
援
や
介
護
施
設
整
備

を
充
実
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
や
子
育

て
負
担
の
軽
減
な
ど
、
地
域
・

企
業
・
行
政
が
連
携
し
て
支
援

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
・
障
害
児
福
祉
に
つ

い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
の
軽
減
や
、
三
次

市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
個
別
支
援
の
充
実
を
行
い
ま

す
。

医
療
・
福
祉

特集

No.051  2008.6.10

6月
June

MIYOSHI●2008-6�



扶助費
28億 9,613 万円
（8.0％）

歳入の内訳（一般会計予算）

市　税
70億 5,655 万円
（19.6％）

自主財源

依存財源

地方交付税
151 億 2,752 万円
（42.0％）

普通建設事業費
73億 8,846 万円
（20.5％）

公債費
72 億 8,450 万円
（20.2％）

人件費
50 億 9,466 万円
（14.2％）

※万円以下四捨五入。　※端数調整により総額と一致しない項目があります。

補助費等
41億 9,697 万円
（11.6％）

維持補修費　5億 237 万円（1.4％）
貸　付　金　4億 9,268 万円（1.4％）
災害復旧費　1,850 万円（0.1％）
積立金ほか　2億 1万円（0.6％）

物件費　44 億 7,578 万円（12.4％）
繰出金　34億 4,418 万円（9.6％）

市　債
54 億 6,620 万円
（15.2％）

国庫支出金
28 億 54 万円
（7.8％）

県支出金
22 億 3,935 万円
（6.2％）

譲与税・交付金
14億 8,134 万円
（4.1％）

分担金及び負担金
5億 6,020 万円（1.6％）
使用料及び手数料
2億 8,981 万円（0.8％）
その他
9億 7,271 万円（2.7％）

歳出の内訳（一般会計予算〔性質別〕）

特 集「市民の声を大切にした市政」の実現に向けて

生活優先の予算編成！
� ～平成20年度５月補正予算（肉付け予算）～
　平成 20 年度の当初予算は、骨格的予算編成でしたが、一日も早い事業実施が必要であるため、骨格的
予算に政策的な予算を肉付けした平成 20 年度の予算が５月臨時議会で可決されました。
　今回の補正予算では、継続事業や緊急を要するもの、生活に密着したものを優先しています。見直し
や再検討が必要と考えられる事業については、内容を整理して、今後、補正予算として提案する予定です。
　また、特別会計、事業会計については介護保険特別会計など５会計で補正を行いました。

一般会計総額（補正予算後）　359億 9,422万２千円
［対前年度当初予算比　26 億 8,115 万４千円の減（▲ 6.9％）］

歳出メモ
○普通建設事業費
　�道路、学校、公園などの公共施設の

建設や用地取得の費用です。
○物　件　費
　�消耗品費、通信運搬費、光熱水費や

委託料などの費用です。
○補　助　費
　�各種団体への補助金、報償金などの

費用です。
○扶　助　費
　�生活保護や児童手当、高齢者医療や

乳幼児医療の費用です。
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特 集「市民の声を大切にした市政」の実現に向けて

ソフト事業を中心にした事業を展開（新規事業 54 件）

補正予算のうち主な事業

　さらに詳しい予算の内容は、三次市ホームページでご覧いただけます。
　http://www.miyoshi.hiroshima.jp/（「市の業務と政策」の「予算と決算」コーナーから）
●問い合わせ先
　財務部財政室　☎（0824）62-6119　 （0824）62-6235　 zaisei@city.miyoshi.hiroshima.jp

・障害者
　�日常生活用具給付費自己負担の軽減
� （1,197 千円）
　在宅障害者住宅改修費の助成� （3,000 千円）
　CATV 利用料軽減助成� （1,723 千円）
・子育て
　�乳幼児等医療費公費負担事業の拡充
� 【小６⇒中３】（7,714 千円）
　妊産婦検診助成事業の拡充
� 【６回⇒ 10 回】（12,849 千円）
・高齢者
　�高齢者福祉施設整備調査経費の新設
� （1,000 千円）
　高齢者等見守り隊の拡充� （2,520 千円）

・雇　用
　「企業誘致推進プロジェクト」の設置
� （5,000 千円）
　店舗、住宅リフォーム事業の新設
� （11,000 千円）
・地域振興
　�特色あるまちづくりサポート事業補助金の新設

� （50,000 千円）
・農　業
　新規就農者支援の拡充� （10,000 千円）
　特殊農法産地化支援事業の拡充� （4,000 千円）
　�耕作放棄地復興チャレンジモデル事業の新設

� （5,000 千円）
　米飯給食推進（地産地消）事業の新設
� （6,000 千円）
・林　業
　「さと山再生プロジェクト」の設置� （2,000 千円）
　森林バイオマス導入事業詳細検討調査
� （6,486 千円）
　民有林境界確定支援事業� （2,000 千円）
・商工業
　空き店舗対策事業の拡充� （17,000 千円）
　商工業販路拡大支援事業� （2,500 千円）
　電子商取引支援事業� （4,200 千円）

１．医療・福祉～やさしさと安心～

・�平成 19年度策定の実施計画に基づき継続事業
を優先
・生活密着市道整備事業の拡充� （40,000 千円）

２．道路・上下水道等の整備～生活密着事業を優先～

・�生き生き学校予算・教育ボランティア準備経費、
教職員のための健康管理体制の整備、いじめ・
不登校対策の充実

３．教育の充実～先生の元気・子どもの笑顔・保護者の信頼～

４．農林業・商工業・地域振興
　～いきいき農業と個性を生かした楽しめる地域振興～

会計名 平成 19 年度 平成 20 年度（補正後） 対前年度比
一　般　会　計 386 億 7,537 万６千円 359 億 9,422 万２千円 ▲ 6.9％
特　別　会　計 265 億 6,354 万９千円 189 億 1,504 万４千円 ▲ 28.8％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 73 億 3,002 万７千円 71 億 3,941 万円 ▲ 2.6％
診 療 所 特 別 会 計 ３億 4,650 万５千円 ２億 6,757 万１千円 ▲ 22.8％
老 人 保 健 特 別 会 計 91 億 5,624 万６千円 ８億 2,114 万７千円 ▲ 91.0％
介 護 保 険 特 別 会 計 55 億 4,345 万８千円 56 億 4,767 万３千円 1.9％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ０ 7 億 8,769 万２千円 皆増
分 収 造 林 特 別 会 計 １億 5,651 万円 １億 5,620 万８千円 ▲ 0.2％
土 地 取 得 特 別 会 計 156 万３千円 470 万７千円 201.2％
工 業 団 地 等 事 業 特 別 会 計 1,889 万６千円 1,499 万４千円 ▲ 20.6％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 22 億 148 万３千円 22 億 5,187 万８千円 2.3％
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 6 億 8,349 万５千円 7 億 6,042 万円 11.3％
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 11 億 2,536 万６千円 10 億 6,334 万 4 千円 ▲ 5.5％

公営企業会計 104 億 7,017 万円 109 億 7,593 万３千円 4.8％

病院事業会計
収益的支出 75 億 1,908 万６千円 76 億 8,871 万５千円 2.3％
資本的支出 10 億 3,477 万８千円 14 億 9,555 万７千円 44.5％

水道事業会計
収益的支出 8 億 9,862 万２千円 9 億 2,781 万 6 千円 3.2％
資本的支出 10 億 1,768 万４千円 8 億 6,384 万５千円 ▲ 15.1％

合　　　　　　計 757 億 909 万５千円 658 億 8,519 万９千円 ▲ 13.0％
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高
齢
者
実
態
調
査
の

�

結
果
を
報
告
し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
課
題
や

要
望
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
19
年
11
月
1
日
か
ら
市
内
の

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
高
齢
者
全
世
帯
を
訪

問
し
て
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

対
象
者
は
、
１
７
，
１
６
５
人
で
そ
の
う
ち

１
５
，３
１
３
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に

　

多
く
の
方
に
積
極
的
に
介
護
予
防
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
�
�
�
�
���������









、
�
�
�
���������









次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

●�

身
近
な
場
所
で
��

�
���


�
�
�����





、
�
�
���


�
�
�����





運
動
を
取
り
入れ

た
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●�

老
人
ク
ラ
ブ
が
実
施
す
る
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
の
参
加
者
へ
指
導
が
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

日常生活について
自分でしている 
89.2%

無回答 0.3%

ほとんど介助を受けている 
2.4%

一部介助を受けている 
8.1%

　約９割の人は「自分のことは自分でして
いる」と回答されています。

世帯構成について

その他 
47.9%（7,327人）

無回答
 0. 5%（84人）

ひとり暮らし高齢者 
15.5%（2,378人）

高齢者のみの世帯 
5.7%（876人）

高齢者夫婦のみ世帯 
30.4%（4,648人）

　半数以上の高齢者は高齢者のみで生活さ
れています。
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安
心
な
生
活
の
た
め
に

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
見
守
り
が
必
要
な
方
の
お
宅
に
巡
回
相
談
員
が
訪

問
し
相
談
を
受
け
、
日
ご
ろ
か
ら
不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
な
ど
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
等
を
把
握
し
、
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
安
全
に
避
難
誘
導
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
行
え

る
よ
う
地
域
に
密
着
し
た
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所

�

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

shiruba@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
す
る
た
め
に

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
要
望
や
課

題
に
対
応
し
た
、
き
め
細
や
か
な
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

見守りがありますか

無回答 1.5%

見守りがない
27.4%

見守りがある 
71.1%

災害時に避難ができますか

声かけが必要 7.2%

自分でできる 84.1%

自分ではできない 7.9%

無回答 0.8%

　高齢者のみで生活されている方や自力で
避難できない方への安否の確認、緊急時の
支援を進めていくことが必要です。

生活の中で困っていることは何ですか

交通手段の確保に関すること 990件

健康・身体・体調に
関すること 1,832件 その他 268件

経済状態に関すること 817件
日常生活に関すること 697件

介護保険・福祉に
関すること366件

道路・河川・
上下水道
に関すること
177件

医療に関すること
105件

農業に関すること 56件

４
月
か
ら

「
高
齢
者
等

見
守
り
隊
事
業
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　
「
高
齢
者
等
見
守
り
隊
事
業
」
と
は
�、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
巡
回
相
談
員
と
協
力
員
・
活
動
員
が
�、

見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の
お
宅
を
定
期

的
に
訪
問
し
��

�
�
�
�
����



�

、
�
�
�
�
�
����



�

安
否
の
確認

や
相
談
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
安
心
し

て
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
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長
い
間
手
入れ

が
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
た
森
林
は
、
森
林
と
し
て
の
働

き
が
損
な
わ
れ
、
土
砂
や
雨
水
の
流
出

な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」
は
、

緊
急
に
整
備
が
必
要
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
対
策
事
業
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
入れ

が
な
さ
れ
ず

放
置
さ
れ
て
い
る
人
工
林
が
あ
れ
ば
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
事
業
の
緊

急
度
や
必
要
な
手
入れ

な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、事
業
対
象
を
判
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
・
林
業
体
験
活
動
や
里

山
林
の
整
備
な
ど
、
森
林
に
関
わ
る
事

業
に
対
し
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
島
県
お
よ

び
三
次
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

産
業
部
ふ
る
さ
と
農
林
室

　
　
　
　
　
　

農
林
振
興
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

6
1
6
3

（
０
８
２
４
）６
２

－

0
1
7
2

nourin@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」

で
元
気
な
森
づ
く
り
！

ひろしまの森づくり
キャラクター「モーリー」

副
市
長　

増ま
す

田だ　

和か
ず

俊と
し

〈
略　

歴
〉

　

�

昭
和
21
年
生
ま
れ
。
昭
和
41
年
作

木
村
職
員
。
作
木
村
助
役
な
ど
を

歴
任
。
平
成
11
年
か
ら
平
成
16
年

ま
で
作
木
村
長
。

教
育
長　

児こ

玉だ
ま　

一か
ず

基き

〈
略　

歴
〉

　
�

昭
和
21
年
生
ま
れ
。
昭
和
46
年
広

島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
。
企
画
管
理
部
担
当
部
長
な
ど

を
歴
任
。
平
成
12
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
広
島
県
立
大
学
生
物
資
源

学
部
非
常
勤
講
師
。

新
し
い
副
市
長
・
教
育
長
が

就
任
し
ま
し
た

語
ろ
う
！
明
日
の
三
次 

～「
対
話
の
日
」～

　

三
次
市
で
は
、「
市
民
の
声
を
大
切

に
し
た
市
政
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

市
民
と
行
政
が
お
互
い
の
理
解
を
深

め
、
信
頼
し
あ
う
関
係
を
つ
く
り
な
が

ら
市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、“
語
ろ
う
！
明
日

の
三
次
”を
実
施
し
ま
す
。

　

団
体
ま
た
は
個
人
と
市
長
が
面
会
し

対
話
を
す
る
こ
と
で
、
開
か
れ
た
市
政

を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
し
込
み
先

　

①�

市
役
所
、
各
支
所
、
各
住
民
自
治

組
織
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※�

申
し
込
み
用
紙
は
、
三
次
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　

http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/
�

（『
市
長
室
』の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　

②�

受
付
後
、
日
程
調
整
を
し
た
上
で

開
催
日
時
と
場
所
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を

�

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
!!

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

市
長
公
室
秘
書
広
報
担
当

☎（
０
８
２
４
）６
２

－６
１
０
３

（
０
８
２
４
）６
２

－６
２
２
３

hisyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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梅
雨
時
期
は
、
た
め
池
・
水
路
な
ど

の
点
検
を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
大
雨
に
よ
り
農
地
や
農
業

用
施
設
に
災
害
が
発
生
し
た
ら

産
業
部
ふ
る
さ
と
農
林
室

　
　
　
　
　
　

農
村
整
備
グ
ル
ー
プ
へ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
７

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

 nourin@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
ま
で
連
絡
し
、
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

降
雨
量
、
最
低
被
害
額
な
ど
の
基
準

に
よ
り
、
災
害
復
旧
工
事
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
河
川
の
災
害
は
、
人
命
に
か

か
わ
る
場
合
が
あ
り
、
早
期
の
対
応
措

置
が
必
要
で
す
。

　

道
路
へ
の
土
砂
崩
れ
や
崩
壊
、
河
川

堤
防
の
ひ
び
割
れ
や
崩
壊
の
恐
れ
な

ど
、
危
険
な
箇
所
を
発
見
さ
れ
た
時
は

早
急
に

建
設
部
あ
ん
し
ん
建
設
室

　
　
　
　
　
　

土
木
建
設
グ
ル
ー
プ
へ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
７

（
０
８
２
４
）６
４

－

６
１
６
６

 �kensetsu@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
が

発
生
し
た
ら
届
出
を

道
路
・
河
川
堤
防
の
危
険
箇
所

を
発
見
し
た
ら
連
絡
を

各支所地域づくりグループの
連絡・問い合わせ先

君　田 ☎（0824）53-2112 
（0824）53-2961

布　野 ☎（0824）54-2112 
（0824）54-2429

作　木 ☎（0824）55-2112 
（0824）55-3678

吉　舎 ☎（0824）43-3112 
（0824）43-3062

三良坂 ☎（0824）44-4511 
（0824）44-3675

三　和 ☎（0824）52-3114 
（0824）52-2787

甲　奴 ☎（0847）67-2122
（0847）67-3126

　

最
低
賃
金
法
と
は
、
国
が
賃
金
の
最

低
額
を
定
め
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金

を
労
働
者
に
支
払
う
こ
と
を
使
用
者
に

義
務
付
け
る
法
律
で
、
昭
和
34
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
に
基
づ
く
広

島
県
の
最
低
賃
金
は
、
現
在
、
時
間
額

６
６
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
回
、
改
正
さ
れ
る
主
な
内
容
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎（
０
８
２
）２
２
１

－９
２
４
４

　

三
次
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
８
２
４
）６
２

－２
１
０
４

主な内容 改正前（６月30日まで） 改正後（７月１日から）

１．�地域別最低賃金の決
定基準の明確化

◦労働者の生計費
◦労働者の賃金
◦�通常の事業の支払能力の３要素を考慮
して定める。

左記の３要素のうち、労働者の生計費を
考慮するに当って、生活保護の施策との
整合性に配慮することが明記されました。

２．罰則の強化 ◦地域別最低賃金の不払
　�罰金額の上限２万円（最賃法）�

◦地域別最低賃金の不払
　�罰金額の上限50万円�（最賃法）

◦産業別最低賃金の不払
　�罰金額の上限２万円（最賃法）

◦産業別最低賃金の不払
　�適用なし（最賃法）。ただし、労基法
上の適用あり（上限30万円）。

３．�派遣労働者の適用最
低賃金の変更

派遣元所在地の最低賃金 派遣先所在地の最低賃金

７
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す
！

梅
雨
時
期
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
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納税相談はいつでも気軽に
ご相談ください。

問
い
合
わ
せ
先

【納付方法】　　財務部収納室収納グループ
☎（0824）62-6127　 （0824）62-6352

shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp
【課税内容】　財務部課税室市民税グループ
☎（0824）62-6122　 （0824）62-6137

kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

▼市県民税（１期）

６月の納税
納期限は
６月30日
（月曜日）です

広告 世界で初めてのテントライブ

●お問い合わせ　スーパードリームサーカス広島・三次公演事務局
三次市東酒屋町字敦盛　☎（0824）65-2757（平日9：00～17：30）　 （0824）65-2758

主催／広島テレビ・三友プロジェクト
大 人（高 校 生 以 上）当日券：2,800円 前売券：2,300円
こども（３才以上中学生まで）当日券：1,500円 前売券：1,200円

期間／７月６日㊐まで
　　　　　　　　   毎週火曜日定休

場所／みよし運動公園地内
　　　多目的広場特設会場

　

平
成
20
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
名
前
・
生
年
月
日
・
性
別
・

出
身
中
学
・
案
内
通
知
の
送
付
先
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

市
役
所
さ
わ
や
か
市
民
室
、
各
支
所
で

は
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
と　

き　
８
月
15
日（
金
）９
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　

三
次
市
文
化
会
館

●
対
象
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

　

�

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
内
在
住
者
と
市
外
に
住
む
三
次

市
出
身
者

成
人
式
に
は
市
外
に
お
住
ま
い

の
方
も
参
加
で
き
ま
す

※�

成
人
式
の
案
内
通
知
は
、
三
次
市
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
、
参
加
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
に
送
付
し
ま
す
。

※�

三
次
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

都
合
に
よ
り
参
加
申
し
込
み
が
で
き

な
か
っ
た
方
も
、
当
日
受
付
に
申
し

出
て
い
た
だ
け
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

自
治
振
興
部
文
化
振
興
室

〒
７
２
８

－

０
０
１
１

広
島
県
三
次
市
十
日
市
西
六
丁
目
10
番
45
号

☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
２

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
６

bunka@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

つ
い
て

　

昨
年
７
月
に
、
安
芸
高
田
市
吉
田
町

の
江
の
川
本
流
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
病
の
発
生
が
確認

さ
れ
ま
し
た
。

　

これ

か
ら
、
水
温
が
高
く
な
る
と
、

こ
の
病
気
が
新
た
に
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
病
気
が
ま
ん
延

す
る
と
、
コ
イ
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１　

川
や
池
で
釣
っ
た
り
、
捕
ま
え

た
魚
（
コ
イ
以
外
で
も
）
を
他
の
川

や
池
に
放
す
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ

い
。

２　

家
庭
で
飼
っ
て
い
る
マ
ゴ
イ
・
ニ

シ
キ
ゴ
イ
が
死
ん
だ
と
き
は
、
水
路

や
川
に
捨
て
た
り
せ
ず
、
コ
イ
の
処

分
に
つ
い
て
ふ
る
さ
と
農
林
室
に
相

談
の
上
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

３　

市
内
の
川
や
池
で
コ
イ
が
死
ん

で
い
る
の
を
見
つ
け
ら
れ
た
場
合
に

は
、
ふ
る
さ
と
農
林
室
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

４　

コ
イ
を
飼
っ
て
い
る
池
に
、
江
の

川
水
系
か
ら
直
接
取
水
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
水
か
ら
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
は
取
水
を
や

め
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

マ
ゴ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ
イ
だ
け
に
感
染

し
、
他
の
魚
や
人
に
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

は
、
30
℃
以
上
で
増
殖
で
き
な
い
の

で
、
感
染
し
た
コ
イ
に
触
っ
た
り
、

食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�
広
島
県
農
林
水
産
局
水
産
課

☎（
０
８
２
）５
１
３

－３
６
１
０

　

�

産
業
部
ふ
る
さ
と
農
林
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－６
１
６
３

（
０
８
２
４
）６
４

－０
１
７
２
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問い合わせ先　財務部課税室市民税グループ
　　　　　　　　☎（0824）62-6122　 （0824）62-6137　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

市民税・県民税について平成20年度

　税源移譲（国（所得税）から地方（地方税）への税源の移譲）により、平成 20 年度の市民税・
県民税について、次の点が変わっています。

平成 19 年に所得が減って所得税が課されなくなった方申告が必要です！

　税源移譲により、所得税率の変更による税負担
の軽減の影響は受けず、市県民税率の変更による
税負担の増加の影響のみを受ける方については、
平成 19 年度の市県民税額から、税源移譲により
増額となった市県民税相当額を還付します。
　所得変動による市県民税の減額措置（還付）を
受けるためには申告が必要です。

【申告期間】
　平成20年７月１日（火）から31日（木）まで

【申告方法】
　平成19年度分市県民税を課税した平成19年１月
１日現在お住まいの市区町村へ「減額申告書」を
提出してください。他の市区町村へ転居された方
は申告先を間違えないようにご注意ください。

※�この制度に該当する可能性のある方へは、後日、三次市
から申告案内を送付します。

※�平成 19 年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成 20
年１月1日現在国内に居住されていない方は適用されません。

※�平成 20 年度の市県民税の合計課税所得金額が、市県民税
と所得税の人的控除額（配偶者控除・扶養控除・寡婦控除）
の差の合計額を超えている方も適用されません。したがっ
て、人的控除以外（生命保険料控除・長期損害保険料控除・
地震保険料控除・寄付金控除など）の控除額が増加したり、
住宅ローン控除などによって所得税が課税されなくなっ
た方には適用されません。

平成18年（度）

平成19年（度）
所得変動がない場合

平成19年（度）
所得変動がある場合

市県民税

市県民税

市県民税

所得税

所得税

所得税非課税

税源移譲による増加分⎭⎬⎫

申告により還付されます。

地震保険料控除が
創設されました
　「地震災害における将来的な負担軽減を図る」
ことを目的に、損害保険料控除が廃止され、新た
に地震保険料控除が創設されました。
　なお、経過措置として平成 18 年 12 月 31 日ま
でに契約された長期損害保険契約については、従
前の損害保険料控除が適用されます。
※�短期損害保険料控除については、平成20年度市県民税から廃止されました。

市県民税の老年者非課税措置廃止
の経過措置がなくなります
　65 歳以上の方に適用されていた非課税措置が、
少子高齢化が急速に進行する中で、年齢に関わら
ず公平に税負担を分かち合う観点から、平成 18
年度課税分以降廃止されました。急激な税負担を
軽減する経過措置として、平成 18 年度、平成 19
年度には税額が軽減されていましたが、平成 20
年度にはこの経過措置がなくなります。

市県民税における住宅ローン控除について
　税源移譲により、従来所
得税にのみ適用されていた
住宅ローン控除が、所得税
額より控除額が多かった場
合など一定の条件を満たす
場合は、平成 20 年度から
市県民税でも適用できるこ
とになりました。

【対象年度】
　平成20年度（平成19年分）から平
成28年度（平成27年分）まで

【対象者および適用条件】
　平成11年から平成18年末までに住
宅ローンなどを利用して住宅を購
入・増改築された方で、住宅ローン
控除の適用を受けた結果、平成19年
分の所得税が０円になり、住宅ロー

ン控除限度額が住宅ローン控除前の
所得税額よりも大きい場合。

【申告期間】
　毎年３月15日まで

【申告方法】
　所定の申告書を課税室市民税グ
ループに提出してください。（広報み
よし２月号でもご案内しています。）
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４
月
22
日
（
火
）、
鵜
匠
の
日
坂
文
吾

さ
ん
を
三
次
市
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認

定
し
、
５
月
７
日
（
水
）
に
認
定
書
交
付

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

鵜
匠
と
し
て
は
９
人
目
、
最
年
少
で
の

認
定
と
な
り
ま
す
。

　

４
３
０
有
余
年
の
歴
史
を
も
つ
伝
統
文

化
「
鵜
飼
」
を
次
代
へ
継
承
す
る
た
め
、

ま
す
ま
す
の
精
進
と
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

開催期間　６月１日（日）〜８月 31 日（日）
　　　　　※悪天候と河川の濁水時を除く
遊覧時間　第１便 午後７時 45 分出船
　　　　　第２便 午後 9 時 00 分出船
乗船場所　鵜飼乗船場（十日市親水公園内）
遊覧料金　（予約制）
　　　　　・�乗合遊覧船〈11 人乗り〉 
　　　　　　大　人（中学生以上）3,000 円 
　　　　　　子ども（小　学　生）1,500 円
　　　　　・一般貸切遊覧船　30,000 円 
　　　　　　〈定員：�大人 11 名、子どもは２名

で大人１名分〉
　　　　　・貸切屋形船　　　50,000 円
　　　　　　〈定員：�大人 18 名、子どもは２名

で大人１名分〉

鵜飼を楽しんでみましょう!

●申し込み・問い合わせ先
㈳三次市観光協会
☎ （0824）63-9268　  （0824）63-1179

日坂さんも活躍されています !

　

５
月
11
日
（
日
）、
は
ら
み
ち
を
美
術
館

で
「
第
２
回
は
ら
み
ち
を
大
賞
お
か
あ
さ
ん

の
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
の
小
学
生
７
０
２
名
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
子
ど
も
た
ち

の
想
い
が
つ
ま
っ
た
心
温
ま
る
作
品
は
、
７

月
16
日
（
水
）
か
ら
８
月
25
日
（
月
）
ま

で
、
は
ら
み
ち
を
美
術
館
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

５
月
18
日
（
日
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
く

ぎ
で
「
文
化
財
指
定
神
楽
団
さ
く
ぎ
共
演
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
地

元
の
伊い

賀か

和わ

志し

神
楽
団
を
は
じ
め
、
布
野
町

の
横よ

こ

谷た
に

神
楽
団
、
近
隣
の
安
芸
高
田
市
か
ら

は
神し

ん

幸こ
う

神
楽
団
と
梶か

じ

矢や

神
楽
団
、
北
広
島
町

か
ら
は
有あ

り

田だ

神
楽
団
が
参
加
し
、
伝
統
の
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

き
ら
び
や
か
な
衣
装
と
と
も
に
力
強
い
舞

で
会
場
を
沸
か
せ
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
つ

め
か
け
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

鵜匠 日
ひ

坂
さか

文
ぶん

吾
ご

さん
三次市無形文化財保持者に認定

▼
第
２
回 

は
ら
み
ち
を
大
賞

　

お
か
あ
さ
ん
の
詩

�

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▼
伝
統
の
舞

　

５
神
楽
団
が
共
演
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　三次市では、ごみの効率的な資源化（リサイクル）を推進するため17分
別収集を行っていますが、「リモコンの乾電池の抜き忘れ」、「中身が確認で
きない二重袋での排出（プラスチック資源物）」などが多く見受けられま
す。ごみを出す前にもう一度、ご確認をお願いします。

お願い！ごみを出す前に、もう一度ご確認ください

●「二重袋」で出さないでください。
※「二重袋」で出されている場合は、中身が確認でき

ないため、収集することができません。
●軽くすすぐ、拭き取るなど、きれいにしてください。
※食品などの付着物がある場合は、リサイクルできな

いため、収集することができません。
●乾燥剤は入れないでください。
※菓子・乾物などに使用されている乾燥剤は「燃やせ

るごみ」として出してください。

◆プラスチック資源物を出すときには…
●テレビやエアコンのリモコン、おもちゃなど

乾電池を使用するものは、乾電池の有無を確
認してください。抜き取った乾電池は「有害
ごみ」として出してください。

◆リモコン、おもちゃなどを出すときは…

①ポイントカードを入手する。
　↓　（協力店＊１ でもらえます）

②ポイントを貯める。
　↓　（50・100・150ポイント）

③�ポイント数に応じて環境配慮品＊２ と交換する。

始めてみませんか？　地球にえぇこと　三次市ノー包装運動

実　績
○平成19年度のポイント数による交換は21,191

件ありました。　レジ袋の削減枚数にすると
約85万枚になります。

※レジ袋の使用を減らすと、石油を節約すること
ができます。（レジ袋を１枚作るのに約20㎖の石油が必要です。）

抜き取り

◆三次市ノー包装運動の概要

＊１�　市内411店舗（５月１日現在）のご協力をいただいています。
　　�（黄色いのぼり旗と店内のポスターが目印です。）
＊２�　指定ごみ袋（プラ資源、資源物）など22品目あります。

交換方法など、詳しくは資源リサイクル室にお問い合わせください。
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●問い合わせ先　市民生活部資源リサイクル室

　☎（0824）66-3449　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp



　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
、引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
た
め
に
、

「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
受
給

者
が
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。）

　

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
届
出
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
者
の
方
に
は
案
内
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

【
届
出
受
付
期
間
】	

6
月
2
日
（
月
）
～
6
月
30
日
（
月
）　   

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

8
時
30
分
～
17
時
30
分

【
受
付
場
所
】

す
く
す
く
育
児
支
援
室
（
三
次
市
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）お
よ
び
各
支
所

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】	

●
児
童
手
当
現
況
届
（
用
紙
は
対
象
者
の

方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
）

●
印
鑑

●
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険
証（
ま

た
は
写
し
）

※
国
民
健
康
保
険
の
方
も
必
要
で
す
。

●
そ
の
他

・
平
成
20
年
1
月
2
日
以
降
に
三
次
市
へ

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
20
年
1
月
1

日
に
住
所
地
が
あ
っ
た
市
区
町
村
（
税

務
担
当
課
）
が
発
行
す
る
「
平
成
20
年

度
（
19
年
分
）
児
童
手
当
用
所
得
証
明

行事名 と　き ところ 対　象 その他

BCG
予防接種

6月18日（水）
（受付時間）
13時～13時30分

吉舎保健
センター 市内に住所がある

生後３カ月～
６カ月未満の乳児

生後３カ月から６カ月までの早い時期にBCG接種を受けましょう。
BCG接種後、他の予防接種を受けるときには、27日以上の間隔
をあけてください。6月25日（水） みよしまちづくり

センター

子育て相談 6月24日（火）9時30分～11時 三次市福祉保健
センター3階 乳幼児とその保護者 身体計測、離乳食、食事、育児のことなど気軽にご相談ください。

また、友達作りに来てみませんか？

離乳食講座
6月27日（金）

13時30分～
15時30分

吉舎保健
センター ６カ月以上の乳児を

子育て中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作って、楽しく交流しましょう！
託児を行いますので、吉舎保健センターをご希望の方は6月20日
(金)まで、三次市福祉保健センターをご希望の方は７月４日（金）
までにお申し込みください。7月11日（金） 三次市福祉保健

センター3階

パパママ
スクール 6月30日（月）13時30分～16時 三次市福祉保健

センター3階 妊婦さんとその家族
もうすぐお父さん・お母さんになる方を対象にパパ・ママスクー
ル(マタニティークラス)を開催します。ご夫婦での参加もお待ちし
ていますので、子育てのノウハウを一緒に学び、体験しましょう！

ふれあい遊び 毎月第2火曜日 11時～11時30分 三次市福祉保健
センター3階 乳幼児とその保護者 うた、手遊び、絵本の読み聞かせなど、親子で楽しいひとときを過ごしましょう。

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
お
済
み
で
す
か
？

行
事
の
お
知
ら
せ

書
」
が
必
要
で
す
。

・
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
別
居

し
て
い
る
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

が
必
要
で
す
。

※
平
成
19
年
度
所
得
額
が
限
度
額
以
上

の
た
め
に
受
給
対
象
外
だ
っ
た
方
も
、

平
成
20
年
度
所
得
額
に
よ
っ
て
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
児
童
手
当
」と
は
…

　

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
額 

３
歳
未
満

　

一
律
月
額
…
１
０
、０
０
０
円

３
歳
以
上

　

第
１
子
・
第
２
子

　

月
額
…
５
、０
０
０
円

　

第
３
子
以
降

　

月
額
…
１
０
、０
０
０
円
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身
近
な
場
所
で
集
い
、

遊
び
、
相
談
で
き
る

よ
う
、
保
育
所
を
地

域
へ
開
放
し
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
育
所
開
放

子育て情報の問い合わせ先
子育て支援局すくすく育児支援室

☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300
ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

子育て応援ダイヤル　☎（0824）64-6011



　

今
年
に
入
り
、
広
島
県
で
も
百
日
咳
の

流
行
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
百
日
咳
は
、

特
有
の
け
い
れ
ん
性
の
せ
き
発
作
を
特

徴
と
す
る
急
性
の
呼
吸
器
感
染
症
で
す
。

１
０
０
日
（
約
３
カ
月
）
せ
き
が
続
く
こ

と
か
ら「
百
日
咳
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
１
歳
以
下
の
乳
児
で
は
肺
炎
や
脳

症
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
し
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

 　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
流
行
の
拡

大
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方

は
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、

飛
ま
つ
（
つ
ば
・
せ
き
等
）
感
染
す
る
の

で
こ
ま
め
に
手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

２
週
間
以
上
せ
き
が
続
く
場
合
は
早
め

に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
喜
び
と
同
時
に
母

乳
や
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
の
こ
と
な
ど

「
これ

で
い
い
の
か
し
ら
？
」「
こ
ん
な

時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
、

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？　

そ
こ
で
、
親
同
士

が
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
交
流
し

た
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
す
る
場

と
し
て
「
す
く
す
く
お
し
ゃ
べ
り
ク
ラ

ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

※�

１
コ
ー
ス
３
回
と
な
っ
て
お
り
ま

参
加
し
て
み
よ
う
!!

す
く
す
く
お
し
ゃ
べ
り
ク
ラ
ス

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
３
回
続
け

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

�

７
月
11
日
（
金
）・
７
月

25
日
（
金
）・
８
月
８
日

（
金
）
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
11
時

●
と
こ
ろ　

�

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
３
階　

多
目
的
室

●
対　

象　

�

市
内
在
住
の
生
後
２
カ
月

～
７
カ
月
の
親
子

●
内　

容　

�

子
育
て
の
情
報
交
換
や
日

頃
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
話
し
合
い
、
親
同
士
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ　

保
健
師
・
保
育
士

　
“
子
育
て
に
夢
が
も
て
る
ま
ち 

み

よ
し
”
を
め
ざ
し
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
み

ん
な
で
子
育
て
交
流
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
を
応

援
し
た
い
皆
さ
ん
、
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
皆
さ
ん
等
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
と　

き　

６
月
30
日（
月
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

み
ん
な
で
子
育
て
交
流
会

●
と
こ
ろ　

�

酒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
　
　
　
　
（
西
酒
屋
町
２
８
１

－

３
）

●
対　

象　

�

子
育
て
中
の
親
子
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
・
子
育
て
支

援
に
携
わ
っ
て
い
る
方

●
内　

容　

�

活
動
の
交
流
・
意
見
交
換
、

読
み
聞
か
せ
・
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

●
申
し
込
み　

�

６
月
27
日（
金
）ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
す
く

す
く
育
児
支
援
室
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
の
流
行
が

拡
大
し
て
い
ま
す
！

◆
症
状
の
経
過

①
風
邪
の
よ
う
な
症
状
で
始
ま
り
、
次

第
に
せ
き
の
回
数
が
増
え
て
程
度
も

激
し
く
な
り
ま
す（
約
２
週
間
）。

②
発
作
性
の
短
い
せ
き
が
連
続
的
に
起

こ
り
、
一
度
せ
き
が
起
こ
る
と
な
か

な
か
止
ま
ら
ず
嘔
吐
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す（
約
２
～
３
週
間
）。

③
激
し
い
せ
き
は
減
っ
て
き
ま
す
が
、

そ
の
後
も
忘
れ
た
頃
に
発
作
性
の
せ

き
が
出
ま
す（
約
２
～
３
週
間
）。

「ちゃんと食べるといいことあるよ」
三次市は食育を推進します！
毎年6月は「食育月間」です。
毎月19日は「食育の日」です。

食育とは・・・
一人ひとりの食に対する
正しい知識や望ましい習
慣を育て、また、次世代
に伝えていくことです
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○
歯
周
疾
患
検
診

○�

介
護
予
防
に
関
す
る
生
活
機

能
評
価

◎
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

�

（
ピ
ン
ク
色
の
チ
ラ
シ
）

対
象
：
40
歳
以
上
の
市
民
の
方

　

今
年
度
か
ら
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
に
よ
る
、
40

～
74
歳
の
方
を
対
象
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・

改
善
を
目
的
と
し
た「
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
は
各
医
療
保

険
者
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

ま
た
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

すこやか

コマ

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
健
康

づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
！

　

健
診
結
果
を
生
活
習
慣
の
改

善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！

＊
料
金
や
詳
し
い
実
施
内
容
等

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
と
一

緒
に
お
配
り
し
て
い
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
健
診
の
対
象
等
を
ご
確認

の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

注
）�年
齢
は
す
べ
て
平
成
21
年
3

月
末
現
在
で
す

◎
総
合
集
団
健
診

�
（
水
色
の
チ
ラ
シ
）

対
象
：
18
歳
以
上
の
市
民
の
方

○�

基
本
健
康
診
査（
特
定
健
康

診
査
）

○
が
ん
検
診

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

平
成
20
年
度　

健
康
診
査
事
業
の
お
知
ら
せ　
受
け
よ
う
！
健
診　

〜
自
分
の
か
ら
だ
を
知
ろ
う
〜

◆
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ

特定健康診査受診

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
２

〈動機づけ・積極的支援の方〉

ス
テ
ッ
プ
３

ス
テ
ッ
プ
４

特定保健指導を活か
して脱！メタボリッ

特定保健指導受診

クシンド
ロームに
取り組み
ましょ
う！

健診結果から生活習
慣病のリスクの高さ
によって、３段階の
支援に分けられます。
積極的支援（リスク高い）
動機づけ支援（リスク低い）
情報提供（リスクなし）
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今月の

献血

６月24日（火）
10：00～11：30、12：30～15：00
三次小学校
7月4日（金）
11：30～15：00
市立三次中央病院

すこやか川柳
脱メタボ

　　毎年誓う　健診日
☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382
hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

福祉事務所　すこやか保健室

夢をかなえる

自分づくり



●社会保険事務所

医療センター 福祉保健センター
図書館

馬
洗
川
土
手

ルピナス
介援隊

至JA三次

☎0824-62-3310
　0120-54-2943

ゴ ヨー フクシサービス

株式会社ルピナス直営店
生き活きショップ 介援隊

広告

紙おむつ等介護用品全般・やわらか惣菜・濃厚流動食・栄養補助食品・健康グッズ・口腔ケア
用品と一緒に健康ドリンクやパンやおかしなどもお持ち致します。是非ご利用くださいませ！

宅配サービス!!
健康向上商品お届けカー！

カイ　エン　タイ

㈱ルピナス・介援隊

※管理栄養士・薬剤師・看護師など専門のスタッフにて対応いたしております。お気軽にお問い合わせください。

定期・巡回

玄関先まで
お届けします！ キ

ラ
太
く
ん

健
康
寿
命 

日
本
一
！

み
ん
な
で
つ
く
る
元
気

～
介
護
予
防
ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ
め
よ
う
～

　

三
次
市
で
は
、
介
護
予
防
ラ
ジ
オ
体
操

の
D
V
D
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
操
は
、
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る

ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
し
た
動
き
で
行
う
簡
単
な
体
操
で
す
。

ゆ
っ
く
り
動
か
す
こ
と
で
、
身
体
の
隅
々
ま

で
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
気
持
ち

の
よ
い
体
操
で
す
。

　

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
体
操
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
住
民
自
治
組

織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中
心

に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　後期高齢者医療制度の保険料は、原則年金から徴収（特別徴収）することとなっており、すでに４月から
開始しています。ただし、一部の方の保険料徴収の取り扱いは下記のとおりとなっています。なお、該当
される方には７月以降に個別に通知します。

４月からの特別徴収の
対象にならない方 納付時期及び納付方法

①�制度開始まで被用者保険
の本人であった方

平成20年10月から年金から特別徴収で納付
（７月から９月までは納付書等で個別に納付）

②�制度開始まで被用者保険
の被扶養者であった方 平成20年10月から年金から特別徴収で納付

③�１月下旬以降に国保に加
入されていた方

平成20年10月から年金から特別徴収で納付
（７月から９月までは納付書等で個別に納付）

④�65歳以上75歳未満で障害
認定により後期高齢者医
療に加入されている方

平成20年10月から年金から特別徴収で納付
（７月から９月までは納付書等で個別に納付）

後期高齢者医療保険料について（お知らせ）

　また、年金の受給額等によっては特
別徴収の対象とならない方もおられま
す。これらの方は納付書等で納めて
いただく（普通徴収）こととなります。
その納期は左表のとおりです。詳しく
は、お問い合わせください。

問い合わせ先　さわやか市民室　保険年金グループ　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809

平成20年度�保険料普通徴収納期
期別 納期限 期別 納期限 期別 納期限
１期 ７月31日（木） ４期 10月31日（金） ７期 ２月２日（月）
２期 ９月１日（月） ５期 12月１日（月） ８期 ３月２日（月）
３期 ９月30日（火） ６期 12月25日（木） ９期 ３月31日（火）
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●問い合わせ先
　市民生活部ひとづくり推進室生活相談グループ
　☎（0824）62-6222・ （0824）63-2809
　 hito@city.miyoshi.hiroshima.jp

　

広
島
を
舞
台
に
、二
つ
の
時
代
に
生

き
る
２
人
の
女
性
を
通
し
て
、い
ま
を

生
き
る
喜
び
を
痛
感
で
き
ま
す
。

●と　き　7月13日㈰　開場12時30分～　上映13時30分～
●ところ　ＣＣプラザ  ３階プラザホール
●出　演　田

た

中
なか

麗
れ

奈
な

・堺
さかい

正
まさ

章
あき

・麻
あそ

生
う

久
く

美
み

子
こ

ほか
※12時からプラザホール前で入場整理券を配布します。

三次市平和祈念事業 映画上映会

「夕
ゆう

凪
なぎ

の街 桜の国」上映会

　

ピ
ア
ノ
淀よ

ど

川か
わ

亜あ

沙さ

さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
伊だ

達て

万か
ず

浩ひ
ろ

さ
ん
、
チ
ェ
ロ
森も

り

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
の
名
曲
の

数
々
を
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

淀川亜沙・室内楽シリーズⅧ

●問い合わせ先
　三次音楽家協会　☎・ （0824）62-6338
　 miyoshi-m-a@excite.co.jp

●と　き　7月 4日㈮　開場 18時 30 分～　開演 19 時〜
●ところ　広島県立みよし公園カルチャーセンター 視聴覚室
●演奏曲目　ハイドン ピアノ三重奏曲第 43番ハ長調、
　　　　　　フォーレ ピアノ三重奏曲ニ短調 他
●入場料（前売）  大人 2,500 円、高校生以下 1,000 円
●前売券取扱所　CCプラザ、サングリーン、ジョイフル、
　　　　　　　　三次音楽家協会

　北部三町（君田町・布野町・
作木町）の文化団体が合同で開
催する初めての文化交流会で
す。お気軽にご来場ください。

●問い合わせ先
　三次市北部三町文化交流会
� 実行委員会
　☎（0824）55-2115
　 （0824）55-7010

北部三町
� 文化交流会
●と　き　6月 22 日㈰
� 10 時〜 15 時 30 分

●ところ　文化センターさくぎ

●入場料　無　料

●�芸能 16 団体による舞台発表、
文芸７団体による展示
　�茶道グループによるお抹茶の
おもてなし（100 円）
　バザーもあります。

三次市消防音楽隊

20周年記念コンサート
●と　き　6月 15 日㈰　開場 13時～ 　開演 14 時～
●ところ　三次市文化会館
●入場料　無  料
●曲　目　�組曲「ガイーヌ」より／パイレーツ・オブ・カリビアン／

筒
つつ

美
み

京
きょう

平
へい

ヒットメドレー

　三次市消防音楽隊は、昭和63年に結成されて以来、消防行事を
はじめ市の公式行事や各種イベントにおいて演奏活動を行ってき
ました。このたび、結成以来ご支援をいただいている市民の皆さ
んに感謝の意を込めて、設立20周年記念コンサートを開催します。

●問い合わせ先
　総務企画部企画調整担当生活安全グループ
　☎（0824）62-6116・ （0824）62-6137
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問い合わせ先　奥田元宋・小由女美術館
� ☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp

クローズアップ

奥 田 元 宋 ・小 由 女 美 術 館

「ガラス絵ワークショップ」 好評開催中！
　５月中旬から市内各地で、子どもたちに素材を楽しみ
ながら、ものづくりを体験してもらおうとガラス絵を描
くワークショップを開催しています。
　５月 17 日（土）の板木コミュニティセンターでのワー
クショップには、７組 15 名の親子が参加し、ガラス絵
制作の楽しさを体験しました。
　子どもたちの作品は、「永田萠の世界―夢がうまれる
その時に」の会期中、奥田元宋・小由女美術館で展示し
ます。

企画展「永田 萠
もえ

の世界―夢がうまれるその時に」
●と　き　７月 18 日（金）～８月 24 日（日）　10 時～ 18 時
　　　　　　※７月18 日と 19 日、８月17 日と 18 日は、満月のため 22 時まで開館
●ところ　奥田元宋・小由女美術館
●観覧料　一般 800（700）円、ペアチケット 1,500 円、高・大学生 400（300）円
　　　　　中学生以下無料　　　※（　）内は 20 名以上の団体および前売り
　イラストレーターで絵本作家でもある永田萠は「カラーインクの魔術師」と呼
ばれ、日本を代表する童画作家として活躍しています。
　自然の中にあるやさしさや夢、希望を目に見える姿にして見せてくれる作品に
は、草花と戯れる愛らしい妖精たちが登場します。その絵を彩るのは、カラーイ
ンクという絵の具です。それは鮮やかで明快な色も、はかなく柔らかな色も描き
出すことができます。作家の自由に心を遊ばせる創造力と、豊かな表現力を持つ絵の具が溶け合い、独自
の世界が生み出されます。永田萠の幻想的な「花と妖精」の世界をぜひご覧ください。

〈晴れた日に〉2001年

永田 萠 講演会の開催について
　「永田萠の世界－夢がうまれるその時に」の会期中、作家による講演会を開催します。スライド上映に
より作家自身が自分の作品を解説し、画面構成の工夫や色彩の組み合わせのポイントなど、制作時のエピ
ソードとともにお話します。
●と　　き　８月３日（日）13：00 ～
●と こ ろ　奥田元宋・小由女美術館
●定　　員　100 名
●応募方法　往復はがきに２名までのお名前をご記入の上、お申し込みください。
　　　　　　（６月 30 日必着）
　　　　　　※当選者は返信ハガキを当日必ずお持ちください。
　　　　　　※展覧会のチケットは別途必要です。
●応 募 先　〒 728-0023　三次市東酒屋町 453-6
　　　　　　奥田元宋・小由女美術館　講演会係 〈いちごだいすき〉1985年
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あ
な
た
の
夢
を
か
な
え
ま
せ
ん
か
？　

―

女
性
創
業
塾
の
開
催
に
つ
い
て―

　
「
女
性
創
業
塾
」
は
、
独
立
開
業
を
め
ざ
す
主
婦
、
Ｏ
Ｌ
、
学
生
の
方
や
創
業
ま
も
な

い
女
性
経
営
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
女
性
向
け
の
創
業
塾
で
す
。

　

現
在
活
躍
中
の
女
性
起
業
家
を
講
師
に
迎
え
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
力
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
経
営
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ま
す
。

期　

間　

６
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　
　
　
　

�

７
月
５
日
（
土
）・
12
日
（
土
）・

19
日（
土
）

�

　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
17
時

場　

所　

三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

講　

師　

㈲
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
総
研

�

代
表
取
締
役　

午ご

来ら
い　

千ち

鶴づ
る

対
象
者　

女
性

定　

員　

40
名

受
講
料　

５
，
０
０
０
円（
５
日
分
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
広
域
商
工
会「
女
性
創
業
塾
」係

　

〒
７
２
９

－

４
３
０
４

　

三
次
市
三
良
坂
町
三
良
坂
８
７
７

☎（
０
８
２
４
）４
４

－

３
１
４
１

（
０
８
２
４
）４
４

－

３
３
９
０

m
iyoshi@

hint.or.jp

元
気
の
出
る
!! 

男
女
共
同
参
画
講
演
会

●
講
演

テ
ー
マ　
『
大
谷
流
コ
コ
ロ
の
元
気
の
つ
く
り
方

�
―

仕
事
・
子
ど
も「
両
立
」
っ
て
ど
う
や
ね
ん
!?―

』

講　

師　

大
谷
由
里
子
さ
ん（
作
家
、
元
吉
本
興
業
㈱
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

１
９
６
３
年
生
。
吉
本
興
業
㈱
で
横
山
や
す
し
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
、
宮
川
大
助
・
花
子
な
ど
を
売
り
出

す
。
98
年
に
よ
し
も
と
リ
ー
ダ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
、
03
年
に

は
㈲
志し

縁え
ん

塾じ
ゅ
くを

設
立
。「
笑
い
」
を
取
り
入れ

た
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
地
域
や
企
業
研
修
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
中
。

●
コ
ン
サ
ー
ト

　

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

１
９
９
１
年
結
成
。
マ
リ
ン
バ
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
マ
リ
ン
バ
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。「
ヒ
ロ
シ
マ

国
際
平
和
文
化
活
動
推
進
団
体
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
な
ど
で
国
際
親
善
に
努
め
る
。

２
０
０
３
年
に
広
島
市
よ
り
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
団
体

と
し
て「
市
民
賞
」を
受
賞
。

○
と　

き　

６
月
29
日（
日
）

　

開
場　

13
時
～
／
開
演　

13
時
30
分
～

○
と
こ
ろ　

C
C
プ
ラ
ザ（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
）

○
入
場
無
料

○
託
児
・
手
話
・
要
約
筆
記
あ
り

　

※
当
日
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ひ
と
づ
く
り
推
進
室

�

ひ
と
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

☎
・
（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

＊
６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
＊

　

平
成
20
年
度
男
女
共
同
参
画
週
間
標
語

　
　
　

～
わ
か
ち
あ
う　

仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も
～

カリキュラム

第１回 ６月 28 日
・創業支援に関する制度等の説明
・女性創業者からのメッセージ「ビジネスの実現に向けて」
・ワークショップ「わたしの未来予想図」

第２回 ６月 29 日 ・「あったらいいな」をカタチにする企画力
・ワークショップ「事業イメージづくり」

第３回 ７月 ５ 日 ・事業プランのブラッシュアップ　　・ビジネスに必要とされる営業力
・「売れる仕組み」をつくる販促ノウハウ

第４回 ７月 12 日 ・広告ツールの作成指導　　・キャッチコピー作成
・知らないと恥をかくビジネスマナー

第５回 ７月 19 日 ・創業関係融資について　　・先輩創業者たちの体験談＆質疑応答
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成
年
後
見
制
度
の
利
用
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
が
、
い
ろ
い
ろ
な
手

続
き
や
契
約
を
す
る
と
き
に
、
不
利
な
契

約
等
を
結
ば
な
い
よ
う
に
支
援
し
、
本
人

の
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　

三
次
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
これ

ま
で
ど
お
り
安
心
し
て
地
域
で

日
常
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
成
年
後

見
制
度
の
専
門
相
談
員

を
配
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
内
容
に
よ
っ
て
は

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
広

島
支
部
の
司
法
書
士
が

支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
福
祉
事
務
所

�

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

shiruba@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

三
次
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
本
部
）

☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
４
４

（
０
８
２
４
）６
５

－

２
２
９
９

障
害
者
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　

障
害
者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
生

活
や
就
労
、
ご
家
族
の
悩
み
な
ど
の
相
談

を
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
な
ど
が

行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

support@
p1.pionet.ne.jp

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
省
エ
ネ
改

修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
翌

年
度
税
額
の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
要
件

・�

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事
の
う

ち
、
①
を
含
む
工
事
を
行
う
こ
と
。

　

①
窓
の
改
修
工
事

　

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

�（
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限
る
）

・�

該
当
の
改
修
工
事
が
平
成
20
年
１
月
１

日
に
存
在
し
て
い
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
。

・�

当
該
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
減
額
対
象
面
積

　

１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
と
す
る
。

○
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

納
税
者
は
改
修
後
３
カ
月
以
内
に
，
建

築
士
・
指
定
確認

検
査
機
関
ま
た
は
登
録

住
宅
性
能
評
価
機
関
に
よ
る
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
部
課
税
室
資
産
税
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
４

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

障
害
者
巡
回
相
談
会

相
談
員　

�

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
員
ほ
か

相
談
時
間　

10
時
～
12
時

と　

き

と
こ
ろ

７
月
７
日
（
月
）
作
木
支
所

７
月
８
日
（
火
）
布
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
10
日
（
木
）
み
わ
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
14
日
（
月
）
君
田
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
15
日
（
火
）
甲
奴
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
17
日
（
木
）
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
18
日
（
金
）
み
ら
さ
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

知
的
障
害
者
（
児
）
相
談
員
に
よ
る

定
期
相
談
会

相
談
員　

�

三
次
市
知
的
障
害
者
（
児
）
相

談
員

相
談
時
間　

９
時
～
12
時

と　

き

と
こ
ろ

６
月
23
日
（
月
）
三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

７
月
７
日（
月
）
三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、公
益
委
員
、

労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
の
三
者
構
成

に
よ
り
、
公
平
な
立
場
で
労
使
紛
争
（
労

働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
を
含

む
。）
の
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

�

（
県
庁
東
館
７
階
）

☎（
０
８
２
）２
２
８

－

２
８
９
５

Ｈ
Ｐ　

�http://www.pref.hiroshim
a.lg.jp/

page/1171612034695/index.htm
l

労
使
紛
争
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

解
雇
、
賃
金
切
下
げ
、
配
置
転
換
、
団
交
拒
否 

な
ど
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募集中ただいま

悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
ご
注
意
を
！

消費者の味方 The friend of the consumer
　

梅
雨
の
時
期
に
入
り
長
雨
や
災
害

が
発
生
す
る
と
、
高
齢
者
の
家
庭
に

「
無
料
で
屋
根
を
点
検
し
ま
す
よ
。」、

「
格
安
で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。」
な
ど

と
言
葉
巧
み
に
家
に
入
り
込
み
、「
瓦

に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
雨
漏
り
が
し
て
い

る
。」、「
柱
が
腐
っ
て
家
が
倒
れ
て

し
ま
う
。」
な
ど
と
言
っ
て
不
安
を

あ
お
り
、
工
事
を
急
が
せ
高
額
な
料

金
を
請
求
す
る
悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム

業
者
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
口
に
だ
ま
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
見
知
ら
ぬ
業
者
を
す
ぐ
に
家
に
入

れ
な
い

○
業
者
の
説
明
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
契
約
を
し
な
い

○
一
人
で
決
め
ず
、
必
ず
誰
か
に
相

談
す
る

　

こ
の
よ
う
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契
約

は
、
工
事
が
完
了
し
て
も
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
8
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
に
よ
っ
て
無
条
件
で
解
約
が
で

き
ま
す
。
不
安
や
お
悩
み
が
あ
れ
ば

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ひ
と
づ
く
り
推
進
室
生
活

　

皆
さ
ん
は
、
青
色
の
回
転
灯
を
つ
け

た
自
動
車
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

これ

は
、
地
方
自
治
体
や
民
間
団
体

が
、
自
主
的
に
行
う
地
域
防
犯
活
動
に

使
用
す
る
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車（
青
パ
ト
）で
す
。

　

青
少
年
育
成
三
和
町
民
会
議
（
会

長
：
片
岡　

久
）で
は
、４
月
８
日（
火
）

に
三
次
市
交
通
安
全
協
会
三
和
支
部

に
よ
る
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
が
『
物
産

館
み
わ
３
７
５
』
で
開
設
さ
れ
た
の
を

機
に
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
委
員
に

よ
る
防
犯
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
三
和
小
学
校
の
児
童
代

表
４
名
も
参
加
し
、
交
通
安
全
協
会
の

役
員
の
皆
さ
ん
に
交
じ
っ
て
、
通
行
中

の
運
転
手
さ
ん
に
、
か
わ
い
い
声
で
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
「
青
パ
ト
」
の
出

発
式
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た

犯
罪
も
た
く
さ
ん
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
悪
質
な
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
。
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
安
心
・
安

全
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。

　
「
青
パ
ト
」
活
動
の
目
的
は
、
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
願
い
を
よ
り
強
く
、
よ
り

大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち

を
地
域
の
み
ん
な
で
見
守
り
、
み
ん
な

が
声
を
か
け
合
っ
て
、
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、「
青
パ

ト
」は
走
り
ま
す
。

青
少
年
育
成 

三
和
町
民
会
議

青
パ
ト
発
進
！

相
談
グ
ル
ー
プ
で
は
、
悪
質
業
者
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
消
費
者
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
会
や

地
域
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

相
談
日
時

　

▼�

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の

９
時
〜
16
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

�

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

（
０
８
２
４
）６
２

－

２
８
０
９

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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募集中ただいま

５　

受
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求
方
法

⑴
直
接
受
け
取
る
場
合

　

�　

総
務
企
画
部
総
務
室
職
員
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
本
館
３
階
）、
各
支
所
総
合
調

整
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
市
民
病
院
部
病
院

企
画
室
（
市
立
三
次
中
央
病
院
）
で
お

渡
し
し
ま
す
。

⑵
郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合

　

◇�

請
求
用
封
筒
の
表
左
下
に
赤
字
で

「
受
験
案
内
・
申
込
書
請
求
」
と
書

き
、
裏
に
差
出
人
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇�
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
版
の

返
信
用
封
筒
（
あ
て
先
、
郵
便
番
号

を
明
記
し
た
も
の
）
を
同
封
し
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

三
次
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

６　

採
用
予
定
日　

　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
随
時
採
用

予
定

●
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
２
８

－

８
５
０
１

　

三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
１
号

　

三
次
市
総
務
企
画
部
総
務
室

�

職
員
グ
ル
ー
プ

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

soum
u@

city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

１　

�
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験

資
格

採
用
職
種

採
用
予

定
人
員
受
験
資
格

事　

務　

職
若
干
名

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

身
体
に
障
害

の
あ
る
人
を

対
象
と
し
た

事
務
職

①�

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

②�

受
付
期
限
ま
で
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
活
字
印
刷

文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人

③�

自
力
に
よ
る
通
勤
が
で

き
、
介
助
者
な
し
に
職
務

の
遂
行
が
可
能
な
人

看　

護　

師

10
名

程
度

①�

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護

師
資
格
を
有
す
る
人（
資
格

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

②�

三
交
替
制
勤
務
が
可
能
な

人

臨
床
工
学
技
士

若
干
名

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
臨
床
工
学

技
士
資
格
を
有
す
る
人
（
資

格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

作
業
療
法
士

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
作
業
療
法

士
資
格
を
有
す
る
人
（
資
格

取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

２　

第
１
次
試
験
日　

８
月
10
日（
日
）

３　

試
験
の
方
法

　

試
験
は
、
第
１
次
試
験
お
よ
び
第
２
次

試
験
と
し
、
第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試

験
の
合
格
者
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

４　

申
込
受
付
期
間

　

６
月
11
日（
水
）
～
７
月
10
日（
木
）必
着

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

�

（
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
）

平
成
20
年
度
三
次
市
職
員
採
用
資
格
試
験
の
お
知
ら
せ

☆
折
り
鶴
リ
レ
ー

　

絵
手
紙
展
に
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。
皆
さ
ん
に
折
り
鶴
を
折
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
折
り
鶴
を
つ
な
げ
て
、
次
の

絵
手
紙
展
へ
リ
レ
ー
し
ま
す
。
リ
レ
ー
の

後
は
、
折
り
鶴
を
原
爆
の
子
の
像
に
さ
さ

げ
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

　

〒
7
2
8

－

8
5
0
1

　

三
次
市
十
日
市
中
２

－

８

－

１　

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
0
8
2
4
）６
３

－

２
８
０
９

　

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

☆
平
和
絵
手
紙
を
募
集
中

　
「
平
和
へ
の
想
い
を

　
　
　
　
　

絵
手
紙
に
…
」

　

平
和
・
い
の
ち
の
尊
さ
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

6
月
10
日（
火
）か
ら
6
月
30
日（
月
）

○
応
募
規
定

・
サ
イ
ズ　

１
０
０
×
１
４
８
㎜

      　
（
官
製
ハ
ガ
キ
と
同
じ
大
き
さ
）

・
自
作
作
品
に
限
り
ま
す

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
応
募
作
品
の
著
作
権
、
版
権
は
三
次
市

　

へ
帰
属
し
ま
す

○
応
募
方
法

　

郵
送
ま
た
は
、
ひ
と
づ
く
り
推
進
室
生

活
相
談
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
東
館
1
階
）

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

※�

郵
送
の
場
合
は
、
宛
名
面
に
必
ず
応

募
者
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

平
和
絵
手
紙
展
・
折
り
鶴
リ
レ
ー

　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
絵
手
紙
は
次
の

日
程
で
展
示
し
ま
す
。

●展示スケジュール

７月10日～７月15日 作木山村開発センター

７月17日～７月22日 布野生涯学習センター

７月24日～７月29日 君田生涯学習センター

７月31日～８月５日 吉舎生涯学習センター

８月７日～８月12日 三良坂コミュニティセンター

８月14日～８月19日 ジミー・カーターシビックセンター

８月21日～８月26日 三和支所

８月27日（10時～15時）三次市文化会館

８月28日～９月３日 サングリーン

９月４日～９月10日 CCプラザ
※作品には名前・町名を添えて市内施設で展示します
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募集中ただいま募集中ただいま

○
第
２
次
試
験

　
（
試
験
日
）

　
　

10
月
16
日
（
木
）
〜
10
月
23
日
（
木
）

　

の
間
で
指
定
す
る
日

　
（
試
験
地
）

　
　

第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
に
よ
り
試

　

験
場
を
指
定

　
（
試
験
種
目
）　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

○
最
終
合
格
発
表
日　

11
月
13
日（
木
）

●
受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

請
求
、
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
研
修
係

　

〒
7
3
0

－
8
5
2
1

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
6

－

30

　

☎
（
0
8
2
）
2
2
1

－

9
2
1
1　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
3
7
4
3

　

ま
た
は
三
次
税
務
署

   

☎（
0
8
2
4
）６
２

－

2
7
5
8

　

Ｈ
Ｐ

　

国
税
庁

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

広
島
国
税
局

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/hiroshim

a

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
税
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

目
指
し
て
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜

　
　
　

平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

○
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
期
間

　

�

6
月
24
日（
火
）〜
7
月
1
日（
火
）

※�

申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送

（
配
達
記
録
郵
便
）に
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
最
終
日
消
印
有
効
）

○
受
験
申
込
先

　

受
験
し
よ
う
と
す
る
第
1
次
試
験
地
を

担
当
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

※�

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全
国

ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
第
1
次
試
験

　
（
試
験
日
）　

9
月
7
日（
日
）

　
（
試
験
地
）

　
　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
担
当
す
る
試

　

験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江
市
・
岡
山
市
・

　

広
島
市
・
福
山
市
・
山
口
市

　
（
試
験
種
目
）

　
　

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験

　
（
第
１
次
試
験
合
格
発
表
）

　
　

10
月
9
日（
木
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

県
営
住
宅
へ
の
入

居
者
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
住
宅

　

三
次
市
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新
た
に

空
家
が
生
じ
た
住
宅

○
受
付
期
間

　

６
月
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
消
印
有
効
）

○
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時

　

※�

募
集
住
宅
や
申
し
込
み
資
格
な
ど
に

つ
い
て
は
、
６
月
17
日
（
火
）
か
ら

配
布
す
る
申
し
込
み
の
し
お
り
お
よ

び
募
集
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

�

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
（
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
）

　

〒
7
2
8

－

0
0
1
2

　

三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
３
番
36
号　

�

向
田
ビ
ル
１
階

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

6
5
7
5

みよし市民納涼花火大会
コンサートスタッフの募集

コンサートスタッフを
募集しています!!

　X JAPANのボーカルとしても活躍
するアーティスト TOSHI さんのコン
サートスタッフを募集しています。ス
タッフの方には花火大会オリジナル
スタッフＴシャツをプレゼントしま
す。

問い合わせ先　㈳三次市観光協会　☎（0824）63-9268　　（0824）63-1179

第19回

「春夏秋冬、心のふるさと三次」をテーマに今年も市民納涼花火大会を開催します。
●と　き　7月 25日 (金 )　 
　　　　　★1部　18:00～ 19:30　TOSHI コンサート
　　　　　★2部　20:00～ 21:30　花火大会
●ところ　三次市十日市西　巴橋下流

先着
 50名!

24MIYOSHI●2008-6



募集中ただいま募集中ただいま
　

広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

平
成
20
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 障

害
者
委
託
訓
練
訓
練
生
募
集

●�定員になり次第、受け付けを締め切ります。※�時間は変更になる場合があります。
●申し込み・問い合わせ先　広島北部地域職業訓練センター　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp
●ホームページをご利用ください。　http://www.nhvtc.ac.jp

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
講
座
等･

案
内

講　　座　　名 期　　間 時間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

パソコン基本コース 7/1～ 7/25 火・金 18:30 ～
20:30 20

9,000円（テキスト代別）
11,000円（テキスト代別）

Microsoft Office Specialist
受験対策コース 7/7～ 8/11 月・木 18:30 ～

20:30 20
10,000円（テキスト代別）
12,000円（テキスト代別）

Excel
（ステップ3 関数・データ機能編） 7/7・9・11 月・水・金 13:00 ～

16:00 20
6,000円（テキスト代別）
8,000円（テキスト代別）

Jw＿cadコース 7/12・13 土・日 13:00 ～
16:00 20

10,000円（テキスト代別）
12,000円（テキスト代別）

パソコンみっちり20日間コース 7/15 ～ 8/12 月～金 13:00 ～
16:00 20

30,000円（テキスト代別）
30,000円（テキスト代別）

監督者訓練第２科
（改善の仕方） 7/3・4 木・金 ９:00 ～

16:00 15
15,000円（昼食費込）
18,000円（昼食費込）

中間管理職研修
（実践リーダーシップ向上研修） 7/10・11 木・金 ９:00 ～

16:00 20
17,000円（昼食費込）
20,000円（昼食費込）

職業訓練

委託訓練

講　　座　　名 期　　間 時間 定員
（人） 申　込　先

フォークリフト技能講習 7/28～ 7/31 ４日間 9:00 ～
16:00 20 ㈳三次市シルバー人材センター

☎（0824）62-7800　 （0824）62-7036

コース名 対象者 定員 委託先 申込期間 訓練期間
パソコン
オペレータ科

身体障害者
精神障害者 10人 東広島地域職業能力協会

（東広島市八本松） ５月７日～７月４日 ７月23日～ 10月22日

パソコン
オペレータ科

身体障害者
精神障害者 10人 広島北部地域職業訓練センター

（三次市東酒屋町） ５月９日～７月31日 ８月19日～ 11月18日

介護福祉科 精神障害者 10人 民間の教育機関
（６月上旬決定）（広島市） ７月１日～８月18日 ９月１日～ 11月28日

パソコン事務科 精神障害者 10人 ㈱広島ソフトウェアセンター
（広島市西区） ７月４日～９月５日 ９月25日～ 12月24日

パソコン
ビジネス科 身体障害者 15人 ㈱大塚商会

（広島市中区） ７月８日～９月12日 10月１日～ 12月26日

農　園　科 知的障害者 ５人 社会福祉法人みどりの町
（三原市大和町） ８月４日～９月17日 10月７日～ 12月５日

介護福祉科 精神障害者 10人 民間の教育機関
（６月上旬決定）（東広島市） ９月１日～ 10月16日 11月11日～２月10日

�

○
対
象
者

　

�

障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方

　

�（
精
神
障
害
者
対
象
訓
練
は
、
医
師
の

意
見
書
の
み
で
も
受
講
可
能
）

○
申
し
込
み
方
法

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で
応
募
用

紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
料
は
無
料
で
、
テ
キ
ス
ト
代
は
受

講
生
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は

　

広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

�
（
委
託
訓
練
担
当
）

　

☎（
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８
２
）２
５
４

－
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６
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５７月の
行事

図
書
館
掲
示
板

行事名 日時 対象
三次市立図書館 ☎（0824）62-2639　　　 （0824）63-2861

このほんだいすきぷーさんの会 ７月 5日（土）10：30～ 幼児から
ぐるんぱ ７月 9日（水）10：30～ 幼児から
たんぽぽ ７月19日（土）13：30～ 幼児から
トトロのよみきかせ ７月26日（土）15：00～ 幼児から
※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

君田図書館 ☎・ （0824）53－7050

ばんびのお話し広場 ７月19日（土）13：30～ 幼児から
布野図書館 ☎（0824）54－2111　　　 （0824）54－2429

絵本の会「空色のたね」 ７月19日（土）10：30～ 幼児から
作木図書館 ☎（0824）55－2115　　　 （0824）55－7010

絵本の会「どんぐり」 ７月26日（土）10：30～ 幼児から
吉舎図書館 ☎（0824）43－3444　　　 （0824）43－7272

おはなし広場 ７月22日（火）10：30～ 幼児から
三良坂図書館 ☎・ （0824）44－2749

おはなし会 ７月22日（火）10：30～ 幼児から
三和図書館 ☎（0824）52－3739　　　 （0824）52－3740

読書会 ７月 9日（水）13：30～ 一般
絵本の広場 ７月12日（土）14：00～ 幼児から
おひざにだっこのおはなしたいむ ７月18日（金）11：00～ 乳幼児から
甲奴図書館 ☎（0847）67－3532　　　 （0847）67－3538

「へびくんのおさんぽ」のお話し会 ７月19日（土）14：00～ 幼児から

魂は千の風になりますか？
著　者　ひろ さちや　　出版社　幻冬舎
　「墓なんて、そもそも仏教とは無関係です。キ
リスト教とも関係ありません」と言う著者。本当
の宗教は、死後の世界とは関係がないとも言う。
では、なぜ葬式をし、墓を建て先祖を敬うのだろ
うか。死んだ人の霊魂はどこへ行くのだろうか？

　日本人が気にかけている死後の世界や背後霊、守護霊のことはど
う考えればいいのだろうか。仏教やキリスト教の教えを、現代の世
相にあわせてやさしく説き明かし、疑問に答える。さて、あなたは
魂は千の風になると思いますか。

　新着情報（三次市立図書館）
子ども論語塾　親子で楽しむ（児童）
著　者　安

やす

岡
おか

 定
さだ

子
こ

監　修　田
た

部
べ

井
い

文
ふみ

雄
お

出版社　明治書院
　孔子の言葉を集めた『論語』。全

体で約 500 章ある中から、短くわかりやすい言葉 20
章を選び出し、書き下し文、原文、現代日本語訳を
並べて、こども用に解説する。
　思いやり、素直な心、学ぶ楽しさ、まっすぐに生
きる…など美しい言葉と知恵の宝庫，「論語」の世界
を味わってみませんか。

あなたの町の補聴器専門店

㈱光電　三次補聴器センター
電　　話　0824（63）3933
営業時間　午前９時～午後５時　(日・祝日休み)ご相談はお気軽に!!

きこえの相談室 シーメンス補聴器
㈱光電
三次補聴器センター
※駅降りてすぐ

P

至庄原至広島

国道183号線

至
十
日
市
町

無料駐車場

バスのりば

JR三次駅

広告
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奥田元宋・小由女美術館� 【第２水曜休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
６月19日㈭・20日㈮
７月18日㈮・19日㈯

開館時間延長日（22時まで開館）
お月見とロビーコンサートをお楽しみください。

はらみちを美術館� 【第３火曜休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
６月15日㈰〜
30日㈪ 「お母さんお父さんありがとう 一筆献上」作品展
６月18日㈬〜
７月14日㈪ ロビー展「野鳥の写真展」
７月16日㈬〜
８月25日㈪ 第２回「はらみちを大賞お母さんの詩コンクール」全応募作品展

三良坂平和美術館� 【月曜休館（祝日を除く）】
☎・ （0824）44-3214
５月23日㈮～
６月15日㈰ 第18回県北の画家たち展（後期）

美術館あーとあい・きさ� 【月曜休館（祝日を除く）】
☎・ （0824）43-2231
三次市文化会館� 【６月11日㈬臨時休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
６月21日㈯ 第25回中国ユース音楽コンクール予選
６月29日㈰ 劇団前進座　特別公演

法然上人800回忌・親鸞聖人750回忌記念「法然と親鸞」
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106
～７月13日㈰ 歴史民俗展示「清流・西城川－瀬と渕の民俗－」
７月４日㈮～
８月31日㈰ 夏の展示会「広島の工芸－受け継がれる美と技－」
７月18日㈮～
８月31日㈰ 歴史民俗展示「稲亭物怪録の世界」
７月12日㈯ 文化財講座「広島の工芸－過去と現在－」
７月19日㈯ ふどきの丘体験教室「ガラス勾玉をつくろう」

人口総数……… 59,650人（＋17人）
男……………… 28,300人（＋15人）
女……………… 31,350人（＋２人）
世帯総数	 24,160世帯（+82世帯）※�外国人登録を含む

人口の動き
６月 1 日現在
（　）は対前月比

５月の気象

気象統計
資料による

気 象 庁

交通事故
多発予報
《７月》
警 報 日

交通事故発生の可能
性がもっとも高い日

降 水 量………………… 158.0㎜
平均気温………………… 16.8℃
最高気温…………… 30.9℃（３日）
最低気温…………… 2.6℃（12日）

警報日……………… ７月10日㈭
北部ブロック警報日
　…………………… ７月30日㈬
路線別注意報日（R54）
　…………………… ７月14日㈪
県下一斉警報日……… ７月25日㈮

ハローワーク三次の求人・求職状況
月間有効求職者数	 1,175 人
月間有効求人数	 1,260 人
月間有効求人倍率	1.07 倍

４月分
求人募集･仕事の相談は
ハローワークへ！
☎（0824）62 ー 8609
（0824）62 ー 1859

HELLO GOOD JOB!!

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344

５日㈯ 2008長距離ナイター記録会 in みよし大会
三次地区２種トレセン

５日㈯・６日㈰ 三次市サッカークリニック
６日㈰ 広島県北部サッカーリーグ
９日㈬ 三次老人クラブグランドゴルフ大会
12日㈯ ＪＦＡプリンスリーグU-18中国

三次地区U-15トレセン
12日㈯・13日㈰ RKS杯広島県予選
13日㈰ KIRIN SOCCER FIELD 2008

三次市内ソフトボール大会

19日㈯ 中国社会人サッカー選手権大会
十日市コミュニティグランドゴルフ大会

20日㈰・21日㈪ 十日市スポーツ少年団サッカー交歓会
25日㈮・26日㈯ 広島県U-16トレセン選考会

27日㈰ 三次地区陸上記録会
JA三次ソフトボール大会

28日㈪・29日㈫ 広島県中学校総合体育大会サッカー三次市予選
30日㈬・31日㈭ 広島県中学校総合体育大会ソフトテニス三次市予選会
三次市営球場（西酒屋町）
☎・ （0824）63-1237
6日㈰・20日㈰・
27日㈰ 第28回 広島県軟式野球連盟三次支部長旗争奪軟式野球大会

カーター記念球場（甲奴町）
☎（0824）67-2123
6日㈰ 第12回西日本軟式野球選手権大会（兼）県知事旗野球大会甲奴地区予選大会
30日㈬ 広島県中学校軟式野球選手権大会
広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370　http://miyoshi-park.jp/
４日㈮ 淀川 亜沙　室内楽シリーズⅧ
６日㈰ 広島県ラージボール卓球リーグ（前期）
12日㈯・13日㈰ 2008 in 三次ソフトバレーボール交流フェスティバル
13日㈰ 第22回広島県年齢別室内夏季水泳競技大会

（兼全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季大会予選会）
19日㈯・20日㈰ 第42回広島県中学校バレーボール選手権大会
21日㈪ 第４回広島県フットサル2部リーグ（第3節）
24日㈭ 第26回北部支部バレーボール祭（中学生の部）
25日㈮ 第57回広島県中学校総合体育大会バスケットボールの部三次市・庄原市予選大会

三次市パークゴルフ協会月例会
26日㈯ 第20回全国家庭婦人バレーボールいそじ大会広島県予選会
27日㈰ 第20回広島県小学生総合体育大会バレーボールの部

主な行事

７月の主な行事
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きんさいエイド三次募集中！

事務局、CCプラザ、サングリーン等にある応募用紙に記入の上、事務局へご提出ください。

3人募集人数 ６月 30日（金）必着募集締切

応募方法

満18歳以上（高校生を除く）の方で、三次市または三次市近郊に住所を有する方、もしくは
三次市内の事業所、学校などに勤務または通学している方

応募資格

　「三次きんさい祭」や各種イベントで観光アシスタントとして活躍してみませんか？
　詳しくはお問い合わせください。

きんさいエイド三次事務局／㈳三次市観光協会内 〒728-0014　三次市十日市南一丁目１番１号（JR三次駅構内） ☎（0824）63-9268
三次きんさい祭実行委員会事務局 〒728-0021三次市三次町1843-1（三次商工会議所内） ☎（0824）62-8868

応 募・
問い合わせ先



携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があります。
あらかじめご了承ください。

発行／三次市　　編集／市長公室秘書広報担当　　〒728ー 8501 広島県三次市十日市中二丁目8番 1号
☎（0824）62ー 6103　 （0824）62ー 6223　  hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

▲�「どれを広報紙に載せてもら
おうか。あれを出したら、こ
れがはぶてるかの。」と、道
具をわが子のようにかわいが
られていました。

▲�細工はのみとかんなを使い
すべて手作業。ピタリとは
まる１㎜の世界の職人技。

▲�らんまや障子を身近に感じ
てもらえるよう、最近では
飾り用として小ぶりなもの
も製作されています。

　就床、目を閉じると、田んぼからカエルの合唱が耳に入ってきます。
毎年聞くはずですが、最近はなぜかとても懐かしい。時がたち社会人と
なり、時代の流れに飲み込まれ、生活環境の変化とともに私の「時」の流
れは一気に加速したような気がします。忙しいとは「心」を「亡」くすと書
きますが、なにか忘れたものを取り戻すように、最近、目を閉じて自然
の声に聞き入っています。樹

編
集
後
記

　
「
一
生
残
る
も
の
を
作
る
か
ら
こ
そ
、
職

人
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
。」そ
う
語
ら
れ
る

の
は「
建
具
大
工
の
匠
」吉
野
稔
さ
ん
で
す
。 

　

吉
野
さ
ん
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
、
高

校
へ
進
学
す
る
よ
り
も
手
に
職
を
つ
け
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
と
い
う
ご
両
親
の
勧
め
か

ら
、
近
所
の
親
方
の
と
こ
ろ
へ
弟
子
入
り
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
職
人
は
、
技
術
は
見
て
、
盗
ん
で

得
る
も
の
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
た
め
、
先

輩
の
仕
事
を
見
て
は
そ
れ
を
自
分
で
や
っ
て

み
る
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
職
人
と
し
て
の

腕
を
磨
き
、
も
の
を
見
る
目
を
養
わ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
全
て
手
が

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
お
客
さ
ん
と
の
対
話

を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
漠
然
と

し
て
い
る
お
客
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に

そ
の
人
や
そ
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し

て
い
く
か
、
そ
の
糸
口
は
会
話
か
ら
見
つ
け

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
で
き
た
建
具

を
見
て
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
顔
を

見
る
瞬
間
が
、
建
具
大
工
と
し
て
の
生
き
が

い
を
一
番
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
「
匠
と
し
て
認
定
さ
れ
て
も
職
人
の
仕
事

に
終
り
は
な
い
。」と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
旅

行
な
ど
で
珍
し
い
細
工
を
見
つ
け
る
と
必
ず

写
真
を
撮
っ
て
帰
り
研
究
さ
れ
る
な
ど
、
そ

の
時
代
に
合
っ
た
建
具
づ
く
り
を
常
に
追
及

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
さ
ん
は
これ

ま
で
も
、
広
島
県
建
設

労
働
組
合
の
役
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
後

進
の
指
導
に
も
積
極
的
に
あ
た
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
利

用
し
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
や
伝
統
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
職
人
を
目

指
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

▲�匠認定記念として製作された書院らんまと書院障子は見事な大作です。

▲�いつも会話の絶えない仲良しご夫
婦。吉野さんの仕事が認められる
ことは奥さんも自慢だそうです。

探
訪
み
よ
し
の

M
i

y
o

s
h

i
n

o
T

a
k

u
m

i

匠
Vol . 27
（最終回）

技の匠
建具大工

吉
よし

野
の

 稔
みのる

さん
� （十日市）


